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講師 外部講師

講師紹介

定員 県・市町あわせて２名程度 関連するコンピテンシー
対象 希望する職員

人材育成コンサルタント，ダイバーシティ･コンサルタント。㈱キャリアン代表取締役。
メーカーにて国際部門，本社人事部門勤務後，1989年にキャリアを専門とした人材育成子会社設立に携わり，経営。2013年一人ひとりの生涯キャリアを支援するキャリアンを
設立。内閣府，文部科学省などの委員を歴任。神奈川県教育委員，公益財団法人日本生産性本部評議員，同サービス産業生産性協議会幹事/同ワーク・ライフ・バランス推
進会議幹事，一般社団法人日本ＭＯＴ振興協会「女性の活躍舞台づくり」委員会委員なども務める。

ナレッジマネジメント講座

日程 １０月３１日（水）
職員個人がもつ知識（ナレッジ）や、培ってきたノウハウを、組織全体として
共有するための方法を学びます。
●職員個人が持つ知識やノウハウを、顕在化・潜在化しているものを含め
て共有する手法や、実際に共有するためのマニュアル作成、運用方法な
どを学びます。

会場 広島市研修センター

定員 県４０名，市町２０名
関連するコンピテンシー 講師からのメッセージ

20代・30代は仕事のやり甲斐を感じ始める時であり，同時に今
後の人生を左右する結婚・妊娠・子育てなどのプライベート面が
気になる時です。片方に偏ることなく，両方を充実させるために，
仕事のこと，人生のこと，家族のことを一度本気でじっくり考えて
みませんか。

対象 概ね２５歳から３５歳までの女性職員

講師 株式会社キャリアン　河野　真理子

　講師紹介

　講師紹介

大手公務員試験専門学校の講師として，法律課目（憲法，民法，行政法等）の指導に携わる。また，大学など外部への出張講義も多い。

女性キャリアデザインセミナー

日程 １０月２５日（木） 若手女性職員が，人生設計や仕事のキャリアについて考える機会を持つ
ことにより，中・長期的なキャリアを意識して仕事に取り組む姿勢を身につ
けます。
今後のライフイベントによる変化を見据えて，自分らしいキャリアを実際に
デザインします。会場 自治総合研修センター

定員 県３０名，市町３５名
とても説明がわかりやすく
内容も具体例をまじえて
解説していただいたので
実務で活かせられる点が
多いと感じました。

関連するコンピテンシー

対象 希望する職員

講師 社会保険労務士オフィスアース　得納　博さん

身近な事例を取り上げて，わかり
やすい表現でその根拠条文等を
解説していただきました。日程 １０月９日（火）～１０月１１日（木） 民法の知識は自治体業務に密接に関連し必要不可欠です。

この研修では３日間で民法の基礎知識，主に財産法（総則・物権・債権）に
ついて，ポイントを押さえて学べます。
具体的な事例を交えた講義で，民法の要点を初心者でも無理なく学ぶこと
ができます。会場 自治総合研修センター

ナレッジマネジメント講座 １０月３１日（水） 8：50～17：00 広島市研修センター

民法（第１回）

女性キャリアデザインセミナー １０月２５日（木） 9：30～16：30 自治総合研修センター

監督者セミナー（タイムマネジメント）（第１回・第２回）
第１回　１０月３０日（火）
第２回　１０月３１日（水）

9：30～16：30
第１回　呉市役所
第２回　福山市役所

プレゼンテーション １０月５日（金） 9：30～16：30 自治総合研修センター

民法（第１回） １０月９日（火）～１０月１１日（木） 9：30～16：30 自治総合研修センター

研修名 日　時 場所

監督者セミナー（課題解決）（第１回・第２回）
第１回　１０月３日（水）
第２回　１０月４日（木）

9：30～16：30
第１回　自治総合研修センター
第２回　広島県福山庁舎

次のとおり，１０月に研修センターで実施する特別研修の受講生を募集します。 

下半期に向けての課題解決や自己研鑚に，研修センター研修を御活用下さい。 

※自治総合研修センターは，朝日生命広島胡町ビルに移転します。 

   申込期限 ３０年度 

１０月特別研修 受講生募集中！ 

広島県自治総合研修センター 

研修の概要等については，各所属に配付している「研修ガイド」または「研修センターホームページ」を 

参照してください。  【問い合せ先】 研修運営担当 ☎０８２－２４７－８２２１  内線 ５６１３・５６１６ 

達成 

志向 
リーダー   

シップ 

広島市との連携研修 

専門性 

獲得 

 申込方法 

●職員ポータルの研修支援システムから申込んでください。 

●申込期限までに，所属の承認作業まで必ず済ませてください。 

     教委・県警職員を除く。（教委・県警職員の方は，各研修担当部局を通じて申込んでください。) 


